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　　　　　　　　 〈問題 と目的〉

　てんかんモ デル の ELマ ウス は多動性を示 し、　 DRL
事態下におい て畠 ・衝動性を示す 。 また、ADHD 治療

薬atomoxetine 投与と弁別刺激呈示は 、 い ずれもELマ

ウスの衝動性を低下させる。こ れらの知見は、ADHD

に対する薬物治療とオペラン ト療法の関係を数理的
に明らかに し、 両者の統合の糸口になりうる （麦島，
2006）。

　衝動性は 「準備」 「実行」　「結果」に関する衝動性
の 3つ に大別で きる （Eveden ，1999）。この うちDRL 事

態へ の不適応は 「ii建行」 、 遅延価maB 　lは 「結果亅に

関する衝動性 として各々議論されて い る。
　報酬遅延による報酬価値の 低減につ い て の法則性
は 、 Ainslie−Rachlin 理論と して議論されて い る 。 ある

個体で報酬遅延へ の感受性が高く、遅延による価値の

低減率が高ければ、その個体は 自己制御瀏 氏く種働 的

な選択を示す。 報酬遅延へ の感受性（SD）は対応法貝【1の
理論を援用 して次式で表される。

　　log（Bl！B2）mSD 　log（D2A）且）＋ log　k　…
　（1）

　本研究では、報酬遅延時間を独立変数 としてDDY
マ ウス とEL マ ウ ス の選択行動を比較し、 自己制御と衝
動陸を中心に して 、 ADHD の行動特1生を検討するこ と

を目的とした。

　　　　　　　　　 〈方法〉

被験動物 ：雄性DDY マ ウス ・EL マ ウス （n 一各3）。
装置 ：スキナーボッ クスにレバ ーを2本設置 した 。 そ
石それの レバ ー上部には、 事態の移行を知らせるため

のラン プを設置した。

手続き ：本実験では1日1試行 （19分3〔渺 ）、餌ペ レッ

トを用い た離散試行課題を行っ た 。 1試行は強制選択
試行6ユ ニ ッ トと自由選択試行20ユ ニ ッ トとした。 1ユ
ニ ッ トは45秒であり、選択期間、遅延期間、待機期間

で構成された 。 選択期間にはそれぞれのレバー上ラン

プが点灯し、
一

方の レバ ーを押すと遅延期闘に移行し、
レバ ー

押しのあっ たラ ンプが報酬遅延時闘の長さだ

け点滅 した。 遅延期間の終了と同時に強化子が配給さ

れ 、 次の選択期間の開始までランプは消灯し、待機期

間となっ た。 本実験では左右レバ ーに割り当てた報酬
遅延時間 （sec）は 、 以下の 5条件を実施 した 。 左 ・右
＝ 22．5 甲7．5、　15 ． 5、　7，5 ・7，5、　7，5 ・15、　6 。180　1難
は 15日と した Q

頒 ：選択期間および遅延期間に生じたレバー押 し反

応数を遅延時間で割っ た単位時間あたりの反応数に

基づき、（1）式から報酬遅延に関する回帰直線を求め 、

共分散分析による平行陸検定を行っ た。

　　　　　　　　　 ＜結果 ＞

　DDY の回帰式は、　y＝1，34x＋ o．12 （R2　＝o．82）であ

り、EL の 回帰式は、　y ＝ 0．86x ＋ 0．38　 （R2 ＝ O．16）で

あっ た （図 1）D 共分散分析による平行性険定の結果、
DDY と 肌 の SD との間に有意差は認められなか っ た。
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図 1 遅延朗間における単位時間当た りの 反応数

（横軸 ：10g  2π）1）　縦軸 ：log（BIA］2＞）

　　　　　　　　　 ＜考察＞

　EL マ ウスはDDY マ ウスに比べ て反応が不安定であ

り、左レバ ーへ の 顕著な反応偏向 （回帰式の 切片）を

示した 。 我々は今までに、曖昧な弁別刺激呈示下での

EL マ ウスの適応性不全を明らかにしており、 本研究で

は 、 そのためにEL マ ウスがランプ点滅を十分に利用 し

なか っ た可能性がある 。 今後、 刺激の呈示を詳細に検
討するこ とにより、不注意を反映する指標を確立でき

る可能性がある。 また 、 ELマ ウスに とっ て十分に明瞭
な刺激呈示により、報酬遅延へ の感受性の高さが顕著
に示されるかもしれな い 。

不注意 ・3 種の衝動性・多動性を動吻モデルで詳細
に検討できる こ とは、つ ぎの糸口にな りうると考え ら

れる 。 （1）ADHD の行動と認知の解明。 （2）ADHD に

対するオペ ラ ン ト療法の数理モデルの構築、 （3）オペ

ラン ト療法と薬物療法の統一的理論の構築 、
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